
■第２回 CTC 研究フォーラム 2017 のご案内■  
 
血液を対象にした次世代早期がん診断に対する CTC の有効性、優位性を議論・発信するとともに、

CTC検出・診断、および応用技術の向上を図ることを目的に、臨床研究、病理研究の意見交換の場であ
る研究フォーラムを企画し、昨年度第１回 CTC研究フォーラム 2016を開催しました。 
今年度第２回CTC研究フォーラム2017として下記のように開催いたしますので、参加ご検討のほど、

よろしくお願い申し上げます。 

CTC研究フォーラム発起人 
国立がん研究センター  松村 保広 
東京都立駒込病院  	
 	
 小泉 史明 

 
記 

 
１．日	
 時：2017年 8月 30日（水） 13:05～17:30（受付 12:30～） 

２．会	
 場：メルパルク東京（東京都港区芝公園   URL：https://www.mielparque.jp/tokyo/）	
 	
 	
 	
 	
 	
    

３．講演プログラム（講演：30分、質疑 10分  会場：５階 瑞雲） 

    13:05  開会挨拶                                小泉 史明（東京都立駒込病院臨床検査科） 

    13:10  講演Ⅰ 

      (1)『肺がん個別化医療における CTC診断の可能性』（13:10～13:50） 
	
 	
                                     洪 泰浩（和歌山県立医科大学内科学第三講座） 

	
   	
 (2)『胸部悪性腫瘍における CTCの検出とその臨床的意義について』（13:50～14:30） 
	
 	
                                               田中 文啓（産業医科大学第２外科） 

      (3)『Liquid Biopsy検査の承認に向けて』（14:30～15:10） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 西尾 和人（近畿大学医学部ゲノム生物学教室） 

             休憩 （15:10～15:30）   

15:30  講演Ⅱ 
       (4)『がん診療における CTCの役割』（15:30～16:10） 

                                           松阪 諭（がん研有明病院消化器内科） 

       (5)『病理医から見た CTCの臨床的意義と課題』（16:10～16:50） 
津田 均（防衛医科大学校病態病理学講座） 

       (6)『CTC検出技術の実用化に向けた取り組み』（16:50～17:30） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 森本 篤史（東ソー株式会社ライフサイエンス研究所） 

	
      懇親会（17:40～  会場：４階 孔雀） 

４．参加費	
 ：講演会、懇親会とも無料 

５．申し込み：下記のメールアドレスに氏名(ふりがな)、所属、電話番号、メールアドレス、
懇親会の参加・不参加をご連絡ください。 
メールタイトルに『CTC研究フォーラム申し込み』と明記するようお願いいたします。 
なお、定員(100名)になり次第、募集を打ち切らせていただきます。 

 ※申し込みアドレス：ctc-forum-cc@tosoh.co.jp 

６．後 援：東ソー株式会社 


